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(57)【要約】
　ＷＬＡＮの中の拡張逆方向許可のための方法および装
置。態様において、方法は、複数のノードに送信間隔内
にデータを送信することを備え、そこではデータは最初
の指標を備える。方法は、さらに第１の指標に応じてノ
ードの少なくとも１つからのデータ送信を受信すること
を備え、第１のデータ転送は選択された送信リソースを
使用して送信され、また送信間隔内に受信される。態様
において、装置は、時間間隔内に、共通チャネル上で第
１のデータを受信する受信機を備え、第１のデータは、
他のノードによって復号されることができる。装置は、
さらに、第１のデータが、第１の指標を備えかどうか判
断するコントローラ、および第１のデータが、第１の指
標を備える場合に選択された送信リソースを使用して時
間間隔内に第２のデータを送信する送信器を備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のノードに共通のチャネルを使用する通信のための方法であって、
　第１の送信リソースを使用して前記複数のノードに第１のデータを送信することであっ
て、前記第１のデータは送信機会時間間隔内に送信され、第１の指標を備える、送信する
ことと、
　および、前記第１の指標に応じて、前記ノードの少なくとも１つからの少なくとも１つ
のデータ送信をそれぞれ受信することであって、前記少なくとも１つのデータ送信は、少
なくとも第２の送信リソースをそれぞれ使用して送信され、送信機会時間間隔内に受信さ
れる、受信すること
を備える方法。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの第２の送信リソースを識別する少なくとも１つのリソース識別子
を備えるために前記第１のデータをそれぞれ生成することをさらに備える、請求項１の方
法。
【請求項３】
　前記第１の指標は、前記少なくとも１つのリソース識別子を備える、請求項２の方法。
【請求項４】
　前記第１の指標は、第１の状態に設定される前記第１のデータに関連した選択されたビ
ットを備える、請求項１の方法。
【請求項５】
　前記第１の送信リソースは、空間、周波数、時間、および符号分割リソースを備えるセ
ットから選ばれた少なくとも１つのリソースを備える、請求項１の方法。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの第２の送信リソースは、空間、周波数、時間、および符号分割リ
ソースを備えるセットから選ばれた少なくとも１つのリソースを備える、請求項１の方法
。
【請求項７】
　複数のノードに共通のチャネルを使用する通信のための装置であって、
　第１の送信リソースを使用して前記複数のノードに第１のデータを送信するように構成
された送信機であって、前記第１のデータは送信機会時間間隔内に送信され、第１の指標
を備える、送信機と、
　および、前記第１の指標に応じて、前記ノードの少なくとも１つから少なくとも１つの
データ送信をそれぞれ受信するように構成された受信機であって、前記少なくとも１つの
データ送信は少なくとも第２の送信リソースをそれぞれ使用して送信され、送信機会時間
間隔内に受信される、受信機と
を備える装置。
【請求項８】
　前記送信機が、前記少なくとも１つの第２の送信リソースを識別する前記少なくとも１
つのリソース識別子を備える前記第１のデータをそれぞれ生成するように構成される、請
求項７の装置。
【請求項９】
　前記第１の指標は、前記少なくとも１つのリソース識別子を備える、請求項８の装置。
【請求項１０】
　前記第１の指標は、第１の状態に設定される前記第１のデータに関連した選択されたビ
ットを備える、請求項７の装置。
【請求項１１】
　前記第１の送信リソースが、空間、周波数、時間、および符号分割リソースを備えるセ
ットから選ばれた少なくとも１つのリソースを備える、請求項７の装置。
【請求項１２】
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　前記少なくとも１つの第２の送信リソースは、空間、周波数、時間、および符号分割リ
ソースを備えるセットから選ばれた少なくとも１つのリソースを備える、請求項７の装置
。
【請求項１３】
　複数のノードに共通のチャネルを使用する通信のための装置であって、
　第１の送信リソースを使用して、前記複数のノードに第１のデータを送信するための手
段であって、前記第１のデータは、送信機会時間間隔内に送信され、第１の指標を備える
、送信するための手段と、
　および、前記第１の指標に応じて、前記ノードの少なくとも１つから少なくとも１つの
データ送信をそれぞれ受信するための手段であって、前記少なくとも１つのデータ送信は
、少なくとも第２の送信リソースをそれぞれ使用して送信され、送信機会時間間隔内に受
信される、受信するための手段と
を備える装置。
【請求項１４】
　前記送信のための手段は、前記少なくとも１つの第２の送信リソースを識別する少なく
とも１つのリソース識別子を備える前記第１のデータをそれぞれ生成するために動作する
、請求項１３の装置。
【請求項１５】
　前記第１の指標は、前記少なくとも１つのリソース識別子を備える、請求項１４の装置
。
【請求項１６】
　前記第１の指標は、第１の状態に設定される前記第１のデータに関連した選択されたビ
ットを備える、請求項１３の装置。
【請求項１７】
　前記第１の送信リソースは、空間、周波数、時間、および符号分割リソースを備えるセ
ットから選ばれた少なくとも１つのリソースを備える、請求項１３の装置。
【請求項１８】
　少なくとも１つの第２の送信リソースは、空間、周波数、時間、および符号分割リソー
スを備えるセットから選ばれた少なくとも１つのリソースを備える請求項１３の装置。
【請求項１９】
　複数のノードに共通のチャネルを使用する通信用ためのコンピュータプログラム製品で
あって、
　第１の送信リソースを使用して前記複数のノードに第１のデータを送信することであっ
て、前記第１のデータは送信機会時間間隔内に送信され、第１の指標を備える、送信する
ことと、
　および、前記第１の指標に応じて前記ノードの少なくとも１つから少なくとも１つのデ
ータ送信をそれぞれ受信することであって、前記少なくとも１つのデータ送信は、少なく
とも第２の送信リソースをそれぞれ使用して送信され、送信機会時間間隔内に受信される
、受信することと
を実行可能なコードで符号化されたコンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラ
ム製品。
【請求項２０】
　複数のノードに共通のチャネルを使用する通信のためのアクセスポイントであって、
　アンテナと、
　前記アンテナにつながれ、第１の送信リソースを使用して複数のノードに第１のデータ
を送信するように構成される送信機であって、前記第１のデータは送信機会時間間隔内に
送信され、第１の指標を備える、送信機と
　および、前記第１の指標に応じて、前記ノードの少なくとも１つから少なくとも１つの
データ送信をそれぞれ受信するように構成される受信機であって、前記少なくとも１つの
データ送信は少なくとも第２の送信リソースをそれぞれ使用して送信され、送信機会時間
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間隔内に受信される、受信機と
を備えるアクセスポイント。
【請求項２１】
　複数のノードに共通のチャネルを使用する通信のための方法であって、
　複数のノードの第１のノードで、共通チャネル上で第１のデータ通信を受信することで
あって、前記第１のデータ通信は、複数のノードの他のノードによって復号されることが
でき、また送信機会時間間隔内に受信される、受信されることと、
　前記第１のデータ通信が第１の指標を備えるかどうか判断することと、
　および、前記第１のデータ通信が第１の指標を備える場合に、選択された送信リソース
を使用して送信機会時間間隔内で第２のデータ通信を送信すること
を備える方法。
【請求項２２】
　前記第１のデータ通信においてリソース識別子によって選択された前記送信リソースを
識別することをさらに備える、請求項２１の方法。
【請求項２３】
　前記第１の指標は、前記リソース識別子を備える、請求項２２の方法。
【請求項２４】
　前記第１の指標は、第１の状態に設定される前記第１のデータ通信に関連して選択され
たビットを備える、請求項２１の方法。
【請求項２５】
　前記第１のデータ通信に関連したパラメータからの選択された送信リソースを決定する
ことをさらに備える、請求項２１の方法。
【請求項２６】
　前記選択された送信リソースは、空間、周波数、時間、および符号分割リソースのうち
のいくらかを備える、請求項２１の方法。
【請求項２７】
　複数のノードに共通のチャネルを使用する通信ための装置であって、
　前記複数のノードの第１のノードで、共通チャネル上の第１のデータ通信を受信するよ
うに構成された受信機であって、前記第１のデータ通信は、前記複数のノードの他のノー
ドによって復号されることができ、また送信機会時間間隔内に受信される、受信機と、
　前記第１のデータ通信が第１の指標を備えるかどうか判断するように構成されたコント
ローラと、
　および、前記第１のデータ通信が、前記第１の指標を備える場合に、選択された送信リ
ソースを使用して送信機会時間間隔内に第２のデータ通信を送信するように構成される送
信機と
を備える装置。
【請求項２８】
　前記コントローラは、第１のデータ通信でのリソース識別子によって選択された送信リ
ソースを識別するように構成される、請求項２７の装置。
【請求項２９】
　前記第１の指標は前記リソース識別子を備える、請求項２８の装置。
【請求項３０】
　前記第１の指標は、第１の状態に設定される前記第１のデータ通信に関連して選択され
たビットを備える、請求項２７の装置。
【請求項３１】
　前記コントローラは、前記第１のデータ通信に関連したパラメータからの選択された送
信リソースを決定するように構成される、請求項２７の装置。
【請求項３２】
　前記選択された送信リソースは、空間、周波数、時間、および符号分割リソースのうち
のいくらかを備える、請求項２７の装置。
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【請求項３３】
　複数のノードに共通のチャネルを使用する通信のための装置であって、
　前記複数のノードの第１のノードで、共通チャネル上の第１のデータ通信を受信するた
めの手段であって、前記第１のデータ通信は、前記複数のノードの他のノードによって復
号されることができ、送信機会時間間隔内に受信される、受信するための手段と、
　前記第１のデータ通信が、第１の指標を備えるかどうか判断するための手段と、
　および、前記第１のデータ通信が、前記第１の指標を備える場合に選択された送信リソ
ースを使用して送信機会時間間隔内に第２のデータ通信を送信するための手段と
を備える装置。
【請求項３４】
　前記第１のデータ通信におけるリソース識別子によって選択された送信リソースを識別
するための手段をさらに備える、請求項３３の装置。
【請求項３５】
　前記第１の指標は、前記リソース識別子を備える、請求項３４の装置。
【請求項３６】
　前記第１の指標は、第１の状態に設定される前記第１のデータ通信に関連して選択され
たビットを備える、請求項３３の装置。
【請求項３７】
　前記第１のデータ通信に関連したパラメータからの選択された送信リソースを決定する
ための手段をさらに備える、請求項３３の装置。
【請求項３８】
　前記選択された送信リソースは、空間、周波数、時間、および符号分割リソースのうち
のいくらかを備える、請求項３３の装置。
【請求項３９】
　複数のノードに共通のチャネルを使用する通信のためのコンピュータプログラム製品で
あって、
　前記複数のノードの第１のノードで、共通チャネル上で第１のデータ通信を受信するこ
とであって、前記第１のデータ通信は、前記複数のノードの他のノードによって復号され
ることができ、送信機会時間間隔内に受信される、受信することと、
　前記第１のデータ通信が第１の指標を備えるかどうか判断することと、
　および、前記第１のデータ通信が前記第１の指標を備える場合に、選択された送信リソ
ースを使用して送信機会時間間隔内に第２のデータ通信を送信することを
実行可能なコードで符号化されたコンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム
製品。
【請求項４０】
　複数のノードに共通のチャネルを使用する通信のためのアクセス端末であって、
　アンテナと、
　前記複数のノードの第１のノードで共通チャネル上の第１のデータ通信を受信するよう
に構成される受信機であって、前記第１のデータ通信は、前記複数のノードの他のノード
によって復号されることができ、また送信機会時間間隔内に受信される、受信機と、
　第１のデータ通信が第１の指標を備えるかどうか判断するように構成されたコントロー
ラと、
　および、前記第１のデータ通信が第１の指標を備える場合に、選択された送信リソース
を使用して前記アンテナを介して前記送信機会時間間隔内に第２のデータ通信を送信する
送信器と
を備えるアクセス端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、一般的には、無線通信システムの動作に、より具体的には無線通信ネットワ
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ークにおける拡張逆方向許可ための方法および装置に関係がある。
【背景技術】
【０００２】
　無線ネットワークの高まる人気に伴い、システム効率を増加させる既存の帯域幅割当て
からの処理能力を増加させるさらに大きな必要がある。媒体アクセス制御（Ｍｅｄｉａ　
Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ：ＭＡＣ）層の中の効率を増加させる１つの方法は、逆方
向許可（Ｒｅｖｅｒｅｓｅ　Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ　Ｇｒａｎｔ：ＲＤＧ）を利用すること
である。ＲＤＧは、例えば、新しい変換処理を始めることのなしで両方向におけるデータ
を転送するためのＩＥＥＥに８０２．１１ｎにおいて定義されるようなメカニズムである
。局は、もし受信局のバッファがそのようにすることを示している場合に受信局が送り返
すことができることを示す別の局へフレームを送信する。ＴｘＯＰホルダ（最初の送り手
）が送信機会（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ：ＴｘＯＰ）持続期
間（ｄｕｒａｔｉｏｎ）の全体を利用するために十分なフレームを持っていない場合、こ
のメカニズムはＴｘＯＰを利用する。
【０００３】
　不運にも、多数の局へデータを同時に送信する場合、現在のＲＤＧメカニズムは問題で
ある。例えば、送信器で列をつくった多数の局へ送信されるデータは、増加した遅れおよ
びジッタを被る。さらに、現在のＲＤＧメカニズムは、データの送信と多数の局に対する
応答の間で提供されるために必要のある義務的な間隔により増加したＭＡＣの非能率を被
る。この非能率は、より高いデータレートで特に顕著である。
【０００４】
　したがって、無線ネットワークにおける処理能力および帯域幅効率を増加させるために
上記の識別された問題への解決策を提供する技術に必要がある。
【発明の概要】
【０００５】
　さまざまな態様において、方法と装置を備える拡張された逆方向許可システムは、ＷＬ
ＡＮの効率を増加させるために、それが動作するよう規定される。例えば、システムは、
多数の装置がＷＬＡＮ上でデータを交換する効率を増加させるために向上させられた拡張
逆方向許可メカニズムを提供する。
【０００６】
　１つの態様において、方法は複数のノードに共通のチャネルを使用して、通信に提供さ
れる。方法は第１の送信ソースを使用して複数のノードに第１のデータを送信することを
備え、そこでは第１のデータは送信機会時間間隔内に送信され、第１の指標を備える。方
法は、また、第１の指標に応じて、ノードの少なくとも１つから少なくとも１つのデータ
送信をそれぞれ受信することを含み、そこでは少なくとも１つのデータ送信は、少なくと
も第２の送信ソースをそれぞれ使用して送信され、送信機会時間間隔内に受信される。
【０００７】
　１つの態様において、装置は複数のノードに共通するチャネルを使用して通信に提供さ
れる。装置は、第１の送信ソースを使用して、複数のノードに第１のデータを送信するよ
うに構成された送信器を含み、そこでは第１のデータは送信機会時間間隔内に送信され、
第１の指標を備える。装置は、さらに第１の指標に応じて、ノードの少なくとも１つから
の少なくとも１つのデータ送信をそれぞれ受信するように構成された受信機を含み、そこ
では少なくとも１つのデータ送信は少なくとも第２の送信ソースをそれぞれ使用して、送
信され、送信機会時間間隔内に受信される。
【０００８】
　１つの態様において、通信のための装置は、複数のノードに共通のチャネルを使用する
。装置は、第１の送信ソースを使用して、複数のノードに第１のデータを送信するための
手段を含み、そこでは第１のデータは送信機会時間間隔内に送信され、第１の指標を備え
る。装置は、さらに、第１の指標に応じて、ノード少なくとも１つからの少なくとも１つ
のデータ送信を受信するための手段を備え、少なくとも１つのデータ送信はそれぞれ少な
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くとも第２の送信ソースを使用して送信され、送信機会時間間隔内に受信される。
【０００９】
　一つの態様において、方法は複数のノードに共通のチャネルを使用して、通信に提供さ
れる。方法は、複数のノードの第１のノードで、共通のチャネル上で第１のデータ通信を
受信することを備え、第１のデータ通信は、複数のノードの別のノードによって復号され
、送信機会時間間隔内に受信される。方法は、また、第１のデータ通信が第１の指標を備
えるかどうか判断し、第１のデータ通信が最初の指標を備える場合に、選択された送信ソ
ースを使用して、送信機会時間間隔内の第２のデータ通信を送信することを備える。
【００１０】
　一つの態様において、装置は、複数のノードに共通のチャネルを使用して通信に提供さ
れる。装置は、複数のノードの第１のノードで、共通チャネル上の第１のデータ通信を受
信するように構成された受信機を備え、第１のデータ通信は、複数のノードの別のノード
によって復号され、送信機会時間間隔内に受信される。装置は、さらに、第１のデータ通
信が第１の指標を備えるかどうか判断するように構成されたコントローラ、および第１の
データ通信が第１の指標を備える場合に、選択された送信ソースを使用して、送信機会時
間間隔内で第２のデータ通信を送信するように構成された送信機を備える。
【００１１】
　一つの態様において、装置は複数のノードに共通のチャネルを使用して、通信に提供さ
れる。装置は、複数のノードの第１のノードで、共通チャネル上の第１のデータ通信を受
取る手段を備え、第１のデータ通信は複数のノードの別のノードによって復号され、送信
機会時間間隔内に受信される。装置は、さらに、第１のデータ通信が第１の指標を備える
かどうかを判断するための手段と、第１のデータ通信が第１の指標を備える場合に、選択
された送信ソースを使用して、送信機会時間間隔内に第２のデータ通信を送信するための
手段を備える。
【００１２】
　他の態様は、以下の明らかにされた図面の簡単な説明および請求項を調べる後に明らか
になるだろう。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、多くのユーザを支援し、拡張ＲＤＧシステムのさまざまな態様をインプ
リメントすることができるＭＩＭＯ　ＷＬＡＮシステムを示す。
【図２】図２は、ＩＥＥＥ８０２．１１プロトコルに従って送信および受信の交換を行な
うために図１に示されるシステムの動作を例示するブロック図を示す。
【図３】図３は、拡張ＲＤＧシステムの態様に従って拡張ＲＤＧの動作を例示するブロッ
ク図を示す。
【図４】図４は、拡張ＲＤＧシステムの態様における使用のためにＳＤＭＡを使用するＲ
ＤイニシエータおよびＲＤレスポンダを伴う拡張ＲＤＧ動作を例示するブロック図を示す
。
【図５】図５は、拡張ＲＤＧシステムの態様における使用のためにＯＦＤＭＡを使用する
ＲＤイニシエータおよびＲＤレスポンダを伴う拡張ＲＤＧの態様を例示するブロック図を
示す。
【図６】図６は、拡張ＲＤＧシステムの態様における使用のためにＡＰＰＤＵを使用する
ＲＤイニシエータおよびＳＤＭＡを使用するＲＤレスポンダを伴う拡張ＲＤＧの態様を例
示するブロック図を示す。
【図７】図７は、拡張ＲＤＧシステムの態様における使用のために、ＡＰＰＤＵを使用す
るＲＤイニシエータおよびＯＦＤＭＡを使用するＲＤレスポンダを伴う拡張ＲＤＧの態様
を例示するブロック図を示す。
【図８】図８は、拡張ＲＤＧシステムの態様における使用のためにＯＦＤＭＡを使用する
ＲＤイニシエータおよびＯＦＤＭＡを使用するＲＤ－レスポンダを伴う拡張ＲＤＧの態様
を例示するブロック図を示す。
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【図９】図９は、拡張ＲＤＧシステムの態様においての使用のためにＯＦＤＭＡを使用す
るＲＤイニシエータおよびＳＤＭＡを使用するＲＤレスポンダを伴う拡張ＲＤＧの態様を
例示するブロック図を示す。
【図１０】図１０は、拡張ＲＤＧシステムの対応における使用のためにＯＦＤＭＡ+ＳＤ
ＭＡを使用するＲＤイニシエータおよびＯＦＤＭＡ+ＳＤＭＡを使用するＲＤレスポンダ
を伴う拡張ＲＤＧの態様を例示するブロック図を示す。
【図１１】図１１は、拡張RDGシステムの態様に従って動作するように構成するアクセス
ポイントとアクセス端末の態様を例示するブロック図を示す。
【図１２】図１２は、拡張ＲＤＧシステムの態様における使用ための典型的なアクセス端
末を示す。
【図１３】図１３は、拡張ＲＤＧシステムの態様における使用のための典型的なアクセス
ポイントを示す。
【詳細な説明】
【００１４】
　発明のさまざまな態様は下記に述べられる。ここの示唆が広くさまざまな形式で具体化
され得ることおよびここで開示された任意の特有の構造、機能またはその両方が代表的で
あることは明白であるべきである。ここの示唆に基づいて、当業者は、ここに開示された
発明のどんな態様も他の態様と無関係にインプリメントされ、発明の多数の態様がさまざ
まな方法で組み合わせられてもよいことを認識するべきである。例えば、装置はインプリ
メントされ得て、あるいは、方法はここに述べられた多数の態様を使用して実行されて得
る。さらに、そのような装置はインプリメントされ得て、あるいは、そのような方法は、
ここに述べられた態様の１つ以上に加えて、あるいはそれとは別の構造、機能性、あるい
は構造および機能性を使用して実行され得る。態様は、請求項の１つ以上の要素を含み得
る。
【００１５】
　以下の頭辞語は、拡張ＲＤＧシステムの態様について記述するためにここに使用される
。
【００１６】
１．　ＰＰＤＵ　－　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌａｙｅｒ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ Ｄａｔａ　Ｕ
ｎｉｔ（物理層・プロトコル・データユニット）
２．　ＳＩＦＳ　－　Ｓｈｏｒｔ　Ｉｎｔｅｒｆｒａｍｅ　Ｓｐａｃｅ（ショート・イン
ターフェース・スペース）
３．　ＡＰＰＤＵ　－　Ａｇｇｒｅｇａｔｅ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌａｙｅｒ　Ｐｒｏｔ
ｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ（集合物理層・プロトコル・データユニット）
４．　ＣＤＭＡ　－　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ（
符号分割多元接続）
５．　ＯＦＤＭＡ　－　Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ
　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ（直交周波数分割多元接続）
６．　ＳＤＭＡ　－　Ｓｐａｃｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ
（空間分割多重接続）
７．　ＴＤＭＡ　－　Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ（
時分割多元接続）
８．　ＨＴＣ　－　Ｈｉｇｈ　Ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ（ハイスループッ
トコントロール）
９．　ＴｘＯＰ　－　Ｔｒａｎｓｍｉｔ　Ｏｐｐｏｒｔｕｎｉｔｙ（送信機会）
１０．　ＴＲＭ　－　Ｔｒａｉｎｉｎｇ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ｍｅｓｓａｇｅ（トレーニン
グ要求メッセージ）
１１．　ＡＣＫ　－　Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ（確認応答）
１２．ＢＡ　― ＢｌｏｃｋＡｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ（ブロック確認応答）　
　図１は、多くのユーザを支援し、拡張逆方向許可システムのさまざまな態様をインプリ
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メントすることができるＭＩＭＯ　ＷＬＡＮシステム１００を示す。記載された態様は、
さまざまなＷＬＡＮシステムと共に使用され、ＭＩＭＯ　ＷＬＡＮシステム１００と共に
使用することに限定されず、それは典型的な目的のために示され記載される。
【００１７】
　ＭＩＭＯ　ＷＬＡＮシステム１００は、多数のユーザ端末（ｕｓｅｒ　ｔｅｒｍｉｎａ
ｌ：ＵＴ）１２０のための通信を支援する多数のアクセスポイント（ａｃｃｅｓｓ　ｐｏ
ｉｎｔ：ＡＰ）１１０を含んでいる。例えば、アクセスポイントはノードＢとしてインプ
レメントされ、あるいはノードＢとして知られ、ラジオネットワークコントローラ（Ｒａ
ｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ：ＲＮＣ）、ｅノードＢ（ｅＮｏｄｅＢ
）、基地局コントローラ（Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ：ＢＳＣ）
、基地受信局（Ｂａｓｅ　Ｔｒａｎｃｅｉｖｅｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ：ＢＴＳ）、基地局（
Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ：ＢＳ）、受信機機能（Ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ　Ｆｕｎｃｔ
ｉｏｎ：ＴＦ）、ラジオルーター（Ｒａｄｉｏ　Ｒｏｕｔｅｒ）、ラジオ受信機（Ｒａｄ
ｉｏ　Ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ）、基本サービスセット（Ｂｓａｓｅ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　
Ｓｅｔ：ＢＳＳ）、拡張サービスセット（Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ：
ＥＳＳ）、ラジオ基地局（Ｒａｄｉｏ　Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ：ＲＢＳ）あるいは他
のある用語を備える。更に、ユーザ端末は、アクセス端末（ａｃｃｅｓｓ　ｔｅｒｍｉｎ
ａｌ：ＡＴ）としてインプリメントされ、あるいはアクセス端末（ＡＴ）として知られて
おり、加入者局、加入者ユニット、移動局、遠隔局、遠隔端末、ユーザ端末、利用者エー
ジェント、ユーザ装置、ユーザ設備（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ：ＵＥ）、あるいは
他のある用語を含み得る。いくつかのインプリメンテーションにおいて、アクセス端末は
、携帯電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉ
ａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ：ＳＩＰ）電話、ワイヤレスローカルループ（ｗｉｒｅｌ
ｅｓｓｌｏｃａｌｌｏｏｐ：ＷＬＬ）局、携帯情報端末（ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｄｉｇｉｔ
ａｌ　ａｓｓｉｓｔａｎｔ：ＰＤＡ）、無線接続能力を持っているハンドヘルド装置、あ
るいは無線モデムに接続された他のある適切な処理装置を含み得る。
【００１８】
　従って、ここに教えられた１つ以上の態様が、電話（例えば携帯電話かスマートフォン
）、コンピュータ（例えばラップトップ）、携帯通信装置、携帯のコンピューティング装
置（例えば携帯情報端末）、娯楽装置（例えば音楽デバイスまたはビデオデバイス、ある
いはサテライトラジオ）、全地球測位システム装置、あるいは無線あるいは有線の媒体に
よって通信するように構成される他の適切な装置に組み入れられ得る。
【００１９】
　単純化のために、２のアクセスポイント１１０ａおよび１１０ｂだけが図１に示される
。ユーザ端末１２０ａ－ｋはシステムの全体にわたって分散し得る。ユーザ端末は、アク
セスポイントと通信することができる固定端末のあるいは移動端末であり得る。ユーザ端
末は、それぞれ所定の瞬間にダウンリンクおよび／またはアップリンク上の１つまたはた
ぶん多数のアクセスポイントと通信し得る。ダウンリンク（つまり、フォワードリンク）
はアクセスポイントからユーザ端末まで送信を指し、また、アップリンク（つまり、リバ
ースリンク）はユーザ端末からアクセスポイントへ送信を指す。
【００２０】
　アクセスポイント１１０ａは、１２０ｆを通してユーザ端末１２０ａと通信し、および
アクセスポイント１１０ｂは１２０ｋを通してユーザ端末１２０ｆと通信する。システム
１００の特定の設計によって、アクセスポイントは、多数のユーザ端末と同時に（多数の
コードチャネルあるいはサブバンドを通して）あるいは連続して（例えば多数のタイムス
ロットによって）通信し得る。所定の瞬間では、ユーザ端末は１つあるいは複数のアクセ
スポイントからダウンリンク送信を受信し得る。各アクセスポイントからのダウンリンク
送信は、多数のユーザ端末によって受信されると意図したオーバーヘッドデータ、特定の
ユーザ端末によって受け取られると意図されたユーザ特定のデータ、他のタイプのデータ
、あるいはそれの任意の組合せを含み得る。オーバーヘッドデータは、パイロット、ペー
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ジ、およびブロードキャストメッセージ、システムパラメータなどを含み得る。
【００２１】
　ＭＩＭＯ　ＷＬＡＮシステム１００は集中型のコントローラを有するネットワークアー
キテクチャに基づいている。したがって、システムコントローラ１３０は、アクセスポイ
ント１１０ａ－ｂに連結されて、さらに他のシステムおよびネットワークへ連結し得る。
例えば、システムコントローラ１３０は、パケットデータネットワーク（ｐａｃｋｅｔ　
ｄａｔａ　ｎｅｔｗｏｒｋ：ＰＤＮ）、ワイヤードローカルエリアネットワーク（ｌｏｃ
ａｌ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ：ＬＡＮ）、広域ネットワーク（ｗｉｄｅ　ａｒｅａ　
ｎｅｔｗｏｒｋ：ＷＡＮ）、インターネット、公衆交換電話網（ｐｕｂｌｉｃ　ｓｗｉｔ
ｃｈｅｄ　ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ　ｎｅｔｗｏｒｋ：ＰＳＴＮ）、セルラー通信網（ｃｅｌ
ｌｕｌａｒ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　ｎｅｔｗｏｒｋ）などに連結され得る。シス
テムコントローラ１３０は、（１）それに連結されたアクセスポイントのための調整と制
御、（２）これらのアクセスポイントの間のルーティング、（３）これらのアクセスポイ
ントによってサービスされたユーザ端末との通信のためのアクセスと制御などのような多
くの機能を実行するように設計され得る。
【００２２】
　システム１００の動作中に、アクセスポイント１１０ａはユーザ端末１２０ａ－１２０
ｆと通信する。この例において、アクセスポイント１１０ａは、送信機局として働き、受
信するユーザ端末１２０ａ－１２０ｆへの送信のために待機のパケットを有する。次の記
述は、拡張された逆方向許可システムのさまざまな態様に従って送信と確認応答を記述す
る。
【００２３】
　図２は、ＩＥＥＥ８０２．１１プロトコルに従って送信および受信の交換を実行するた
めのシステム１００の動作を例示する。例えば、従来の逆行方向許可を利用する送信局Ｓ
ＴＡ－Ａ、受信局ＳＴＡ－ＢおよびＳＴＡ－Ｃの間の送信および受信の交換が、例示され
る。
【００２４】
　図２では、ＳＴＡ－Ａは、ＲＤイニシエータであり、アドレスされるＭＳＤＵを含むＰ
ＰＤＵ２０２をＳＴＡ－Ｂ（ＲＤレスポンダ）に送信する。このＰＰＤＵの中のＱｏＳデ
ータＭＰＤＵのＡＣＫポリシーフィールドは、暗黙のブロックＡＣＫ（ｉｍｐｌｉｃｔ　
Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫ）要求にセットされる。このＰＰＤＵの内の１つ以上のＭＳＤＵが、
ＲＤＧを示して、１にセットされるＲＤＧ／Ｍｏｒｅ　ＰＰＤＵフィールドを備えたＨＴ
Ｃフィールドを含む。期間／ＩＤフィールドはＴｘＯＰ＝ｔの残存時間期間２０４を含み
、ここでｔがマイクロセカンド（μｓ）である。
【００２５】
　ＳＴＡ－Ｂ（ＲＤレスポンダ）は、他のＰＰＤＵがブロックＡＣＫを含むＰＰＤＵの終
了の後のＳＩＦＳおよびＲＩＦＳの時間間隔を続くことを示して、ＲＤＧ／Ｍｏｒｅ　Ｐ
ＰＤＵフィールドが１にセットされるブロックＡＣＫフレーム２０６の送信に応答する。
【００２６】
　ＳＴＡ－Ｂは暗黙のブロックＡＣＫ要求にセットされるＡＣＫポリシーを用いてＳＴＡ
－ＡにＰＰＤＵ（応答バーストの第２のＰＰＤＵ）２１０を送信する。このＰＰＤＵは、
さらに、これが応答バーストの最後のＰＰＤＵであることを示して、ＲＤＧ／Ｍｏｒｅ　
ＰＰＤＵフィールドが０にセットされるＨＴＣフィールドを含む１つ以上のＭＰＤＵを含
む。
【００２７】
　ＳＴＡ－Ａ（ＲＤイニシエータ）は、ＴｘＯＰのコントロールを回復し、ＲＤ応答バー
ストのＳＴＡ－Ｂによって送信されたＭＰＤＵの受信を確認応答するためのＳＴＡ－Ｂに
アドレスされたブロックＡＣＫ　ＭＰＤＵ２１２を送信する。
【００２８】
　この例において、ＳＴＡ－Ａ（ＲＤイニシエータ）は、ＳＴＡ－Ｃ（新しいＲＤレスポ
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ンダ）にアドレスされたＭＰＤＵを含んでいるＰＰＤＵ２１４を送信する。このＰＰＤＵ
の中のＱｏＳデータＭＰＤＵのＡＣＫポリシーフィールドは、暗黙のブロックＡＣＫリク
エストにセットされる。このＰＰＤＵは、ＲＤＧ／Ｍｏｒｅ　ＰＰＤＵフィールドはＲＤ
Ｇを示して、１にセットされる１つ以上のＨＴＣ　ＭＰＤＵを含んでいる。このＰＰＤＵ
の中のＭＰＤＵの期間／ＩＤフィールドは、ＴｘＯＰ＝ｔ０（μｓ）の残存時間期間２１
６を含んでいる。
【００２９】
　これを受けて、ＳＴＡ－Ｃ（ＲＤレスポンダ）は、これが応答バーストの最後のＰＰＤ
Ｕであることを示して、ＲＤＧ／Ｍｏｒｅ　ＰＰＤＵフィールドが０にセットされるもう
１つのＨＴＣ　ＭＰＤＵを含むＳＴＡ－ＡにＰＰＤＵ２１８を送信する。このＰＰＤＵは
、暗黙のブロックＡＣＫ要求へのＡＣＫポリシーフィールドセットを備えたＱｏＳデータ
ＭＰＤＵを加えて、ＳＴＡ－Ａからの前のＰＰＤＵの暗黙ブロックＡＣＫ要求の応答フレ
ームであるブロックＡＣＫ　ＭＰＤＵを含んでいる。
【００３０】
　ＳＴＡ－Ａ（ＲＤイニシエータ）は、ＴｘＯＰのコントロールを回復し、ＳＴＡ－Ｃに
よって送信されたＭＰＤＵを確認応答するブロックＡＣＫ　ＰＰＤＵ２２０を送信する。
このＰＰＤＵは、ＲＤＧを示して、１にセットされたＲＤＧ／Ｍｏｒｅ　ＰＰＤＵフィー
ルドを備えた１つ以上のＨＴＣ　ＭＰＤＵを含んでいる。ＰＰＤＵの中のＭＰＤＵの期間
／ＩＤフィールドは、ＴｘＯＰ＝ｔ１（μｓ）の残存時間期間２２２を含む。
【００３１】
　これを受けて、ＳＴＡ－Ｃ（ＲＤ－レスポンダー）は、インプリクトブロックＡＣＫに
セットされたＡＣＫポリシーおよび０にセットされたＲＤＧ／Ｍｏｒｅ　ＰＰＤＵフィー
ルドを備えた１つ以上のＱｏＳ　Ｄａｔａ　ＨＴＣ　ＭＰＤＵを含んでいるＳＴＡ－Ａに
ＰＰＤＵ２２４を送信する。これは応答バーストにおけるただ一つのＰＰＤＵである。
【００３２】
　これを受けて、ＳＴＡ－Ａ（ＲＤイニシエータ）は、前のＲＤ応答バーストにおけるＳ
ＴＡ－Ｃによって送信されたＭＰＤＵに確認応答するＳＴＡ－ＣにブロックＡＣＫ２２６
を送信する。
【００３３】
　したがって、図２は、従来の逆方向許可を利用する送信局ＳＴＡ－Ａと受信局ＳＴＡ－
ＢおよびＳＴＡ－Ｃ間の送信と受信の交換を例示する。
【００３４】
拡張逆方向許可
　さまざまな態様において、拡張ＲＤＧシステムは、ＡＰＰＤＵ、一方向、または双方向
のＯＦＤＭＡあるいはＳＤＭＡ、あるいはＯＦＤＭＡ＋ＳＤＭＡ送信技術を使用する多数
のユーザに対してＲＤＧを拡張するよう動作するよう規定される。例えば、多数のユーザ
に関して、拡張ＲＤＧシステムの動作は下記に述べられる。
【００３５】
１．　ＲＤＧ／Ｍｏｒｅ　ＰＰＤＵフィールドが１にセットされた一つ以上のＨＴＣ　Ｍ
ＰＤＵを含むＰＰＤＵによって示されたＲＤＧ指標を含むＴｘＯＰホルダーによって多数
のＳＴＡへのＡＰＰＤＵ／ＯＦＤＭＡ、ＰＰＤＵ／ＳＤＭＡ送信。これらのＰＰＤＵを送
信するＳＴＡはＲＤイニシエータとして知られている。このＲＤイニシエータのための規
則は単一のＲＤ交換シーケンスの間、つまり、ＲＤ許可ＰＰＤＵの送信の後でかつＲＤ交
換での最後のＰＰＤＵの終了までにのみ適用される。
【００３６】
２．　ＲＤイニシエータ（ＴｘＯＰホルダ）によってＲＤ許可を受信するＳＴＡによる１
つ以上のＰＰＤＵ（ＲＤ　ＳＤＭＡレ応答バースト（Ｒｅｓｐｏｎｓｅ　Ｂｕｒｓｔ））
のＯＦＤＭＡ／ＳＤＭＡ送信。ＳＤＭＡ　ＲＤ応答バーストの最後（あるいは唯一の）Ｐ
ＰＤＵは、隣接のブロックＡＣＫあるいはＡＣＫ応答を要求するどんなＭＰＤＵをも含む
。ＲＤバーストを送信するＳＴＡは、ＲＤレスポンダとして知られている。ＲＤレスポン
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ダのための規則は単一のＲＤ交換シーケンス中にのみ適用される。例えば、規則は、ＳＤ
ＭＡ／ＯＦＤＭＡ　ＲＤＧ　ＰＰＤＵの後でかつＲＤＧ／Ｍｏｒｅビットが０にセットさ
れるＲＤレスポンダによるＰＰＤＵの送信まで適用される。
【００３７】
３．　ＲＤ応答バーストの最後のＰＰＤＵによって要求される場合に、隣接のブロックＡ
ＣＫあるいはＡＣＫ　ＭＰＤＵを含んでいるＲＤイニシエータによるＡＰＰＤＵ／ＳＤＭ
Ａ　ＰＰＤＵ／ＯＦＤＭＡ　ＰＰＤＵの送信。ＲＤＧ／Ｍｏｒｅビットが０にセットされ
たＲＤイニシエータの最後のＰＰＤＵによって要求される場合に、隣接のブロックＡＣＫ
あるいはＡＣＫ　ＭＰＤＵを含んでいるＲＤレスポンダによるＰＰＤＵの送信。
【００３８】
　したがって、さまざまな態様において、拡張ＲＤＧシステムは、増加帯域幅効率および
／または処理能力に備えるために動作し、ＴＤＭＡ、ＳＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＣＤＭＡ、
および／またはそれらの組み合わせのようなさまざまな送信技術を使用して、ネットワー
クにおいてインプリメントされ得る。
【００３９】
　態様において、アップリンク上でＳＤＭＡあるいはＯＦＤＭＡか、ＳＤＭＡ＋ＯＦＤＭ
Ａを使用している一方、ＴｘＯＰホルダーあるいはＲＤイニシエータは、ＯＦＤＭＡの所
定の周波数トーン、ＳＤＭＡの所定の空間次元（Ｓｐａｔｉａｌ　Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎ）
、あるいはＳＤＭＡ＋ＯＦＤＭＡのために周波数のトーンと空間の次元の両方を使用する
ために受信のＳＴＡをスケジューリングすることに責任を負う。
【００４０】
　別の態様において、ＯＦＤＭＡまたはＳＤＭＡのようなマルチアクセスのスキームを使
用する一方、考察は、ＱｏＳ、優先などのような他のパラメータに沿って送信のためにＳ
ＴＡがバッファしたデータ量にスケジュールに基づくという事実に与えられる。そのよう
な考察なしで、いくつかの局においてバッファは、所定以下の実行があるかもしれず、そ
れは浪費された周波数および空間の次元に結びつく。一つの態様では、効率的な周波数お
よび空間の再使用に効率的なスケジューリングメカニズムを提供するために、バッファー
ステータス（ｂｕｆｆｅｒ　ｓｔａｔｕｓ：ＢＳ）指標はＳＴＡによって使用される。
【００４１】
　一つの態様において、バッファーステータスはＱｏＳフレームの一部であり、また、局
は、このＳＴＡに周波数トーンあるいは空間次元を割り当てる場合に、この情報に重みが
加えられるように、スケジューリング局バッファーステータス（現在のバッファーステー
タスおよび時間期間にわたる統計平均）を示すことができる。一つの態様において、この
メカニズムは、ＯＦＤＭＡ、ＳＤＭＡ　または、ＯＦＤＭＡ＋ＳＤＮＡを使用するＲＤイ
ニシエータおよび／またはＲＤレスポンダを備えたＲＤＧシーケンスを始める前にトレー
ニング要求（ｔｒａｉｎｉｎｇ　ｒｅｑｕｅｓｔ：ＴＲＱ）メカニズムと結合することが
できる。次の記述は、拡張ＲＤＧシステムの態様におけるＡＰＰＤＵ／ＳＤＭＡ、ＰＰＤ
Ｕ／ＯＦＤＭＡおよびＰＰＤＵの使用を例示する。
【００４２】
　図３は、拡張ＲＤＧシステムの態様に従って拡張ＲＤＧ動作を例示するブロック図３０
０を示す。拡張ＲＤＧシステムは、追加的結合なしで多数の受信ノードが送信機にデータ
を送り返すことを許すことにより、送信ノードによって獲得されたＴｘＯＰを効率的に利
用する。最初の送り手がＴｘＯＰ期間全体を利用するために十分なフレームを持っていな
い場合、これは特に有用である。さらに、システムはリバースリンク上の接続アクセスを
節約することによりＭＡＣ効率を増加させる。一つの態様において、ＲＤイニシエータ（
最初の送り手、ＴｘＯＰホルダ）は、ＨＴＣフィールドにおいてビット「ＲＤＧ／Ｍｏｒ
ｅ　ＰＰＤＵ」を１にセットすることにより、逆方向の送信機会を許可する。
【００４３】
　１つのインプリメンテーションにおいて、ＲＤイニシエータは、ＴｘＯＰの内でデータ
に応答する場合に個々のそれぞれのノードによって使用される時間、周波数、空間ストリ



(13) JP 2012-516662 A 2012.7.19

10

20

30

40

50

ームあるいはそれの組合せを含む送信リソースを特定する。例えば、ＲＤイニシエータは
、複数ノードにデータ送信における１つ以上のリソース識別子を符号化することにより開
始する。そして、ノードは、それぞれ、それがリソース識別子に基づいたＲＤイニシエー
タにデータ返送に有用である送信リソースを識別する。
【００４４】
　まだ別の態様において、リソース識別子を含むことは、最初のデータ送信においてリソ
ース識別子を含むことは、受信ノードへの暗黙のＲＤＧとして動作する。したがって、こ
の場合、ＲＤＧを有効にするために何らかのビットを特有のＨＴＣフィールドにセットす
ることが必要ではない。例えば、受信ノードはＲＤイニシエータからデータ送信を受け取
り、データ送信がＲＤＧの目的でリソース識別子を含むことを判断する。そして、受信ノ
ードは、リソース識別子が検知されたので、その後、ＲＤＧが有効にされたと判断する。
したがって、ＲＤイニシエータは、２つの方法のうちの１つでＲＤＧを示し得る。第１の
方法において、ビットは特別のＨＴＣフィールドにセットされる。第２方法において、リ
ソース識別子は第１のデータ送信に含まれる。
【００４５】
　下記は、ＳＤＭＡ送信技術を利用する多数のアクセス端末とデータを交換するための拡
張ＲＤＧシステムの動作を記述する。
【００４６】
　ＳＤＭＡトランザクションは、ＳＤＭＡ送信を始めるアクセスポイント３０４によるト
レーニング要求メッセージ（ｔｒａｉｎｉｎｇ　ｒｅｑｕｅｓｔ　ｍｅｓｓａｇｅ：ＴＲ
Ｍ）３０２の送信によって始まる。サウンディングフレーム３０６がＴＲＭメッセージに
応じて各ＲＤレスポンダから受け取られた後、すべての応答ＳＴＡのバッファーステータ
スが知られる。さらに、ＲＤイニシエータは、これらの局の各々に対してチャネルについ
ての知識を持っている。この情報は、強健な送信／受信に適切な変調符号スキームを使用
するために必要である。従って、ＲＤイニシエータ（ＡＰ３０４）は、これらのＳＴＡに
ＲＤ送信機会を許可することについて通知される決定を下すことができる。
【００４７】
　ＲＤイニシエータ（ＡＰ３０４）は、送信チャネルを明らかにするためにＣＴＳ（ＣＴ
Ｓから自身へ）送信する３０８ことを明らかにすることを実行する。そして、ＲＤイニシ
エータ３０４はデータ３１０を送信し、最大維持ＴｘＯＰ期間を備えたＲＤＧを示す。そ
れは、示された最大の許可期間までのこの期間を使用することは受信ＳＴＡの分別にある
。ダウンリンク上のＭＰＤＵ（ＡＭＰＤＵの内の）はそれぞれブロックＡＣＫ送信オフセ
ットを示す。ＳＤＭＡ送信の受信者全員は指定されたスケジュールでＳＤＭＡブロックＡ
ＣＫ３１２に応答する。
【００４８】
　リバースリンク上のデータ送信（３１４で示される）は、もしあれば、ブロックＡＣＫ
３１２の送信に続く、ＳＩＦＳ期間３１６の後に開始するだろう。これは、ブロックＡＣ
Ｋ情報フィールドに定義されたブロックＡＣＫ送信ＭＣＳに相当する。ＲＤイニシエータ
（ＡＰ３０４）はＲＤレスポンダからデータを受信し、対応するブロックＡＣＫ３１８を
送信する。
【００４９】
　したがって、拡張ＲＤＧシステムは多数の局にＲＤＧをそのために供給する（帯域幅利
用およびネットワーク効率を増加させる）ために動作する。
【００５０】
　図４は、拡張ＲＤＧシステムの態様において送信用のＳＤＭＡを使用するＲＤイニシエ
ータおよびＲＤレスポンダを備える拡張ＲＤＧ動作を例示するブロック図４００を示す。
今、図４を参照して、次の動作が実行される。
【００５１】
　１．ＳＴＡ－Ａ（ＲＤイニシエータ）は、局ＳＴＡ－Ｂ、ＳＴＡ－Ｃ、ＳＴＡ－Ｄおよ
びＳＴＡ－Ｄ（ＲＤレスポンダ）にＳＤＭＡ　ＰＰＤＵ４０２を送る。
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【００５２】
これらのＳＤＭＡ　ＰＰＤＵは、暗黙のブロックＡＣＫ要求にセットされたＡＣＫポリシ
ーフィールドを備えたＱｏＳデータのＭＰＤＵを含む。このＰＰＤＵにおけるＭＳＤＵの
１つ以上は、ＲＤＧを示して、１にセットされるＲＤＧ　ＰＰＤＵフィールドを備えたＨ
ＴＣフィールドを含む。期間／ＩＤフィールドは、ＴｘＯＰの残りの期間を含んでいる。
【００５３】
　２．ＲＤレスポンダ（ＳＴＡ－Ｂ、ＳＴＡ－Ｃ、ＳＴＡ－ＤおよびＳＴＡ－Ｅ）は、こ
れが応答バーストにおける最後のＰＰＤＵであることを示して、ＲＤＧフィールドが０に
セットされる１つ以上のＶＨＴＣ　ＭＰＤＵを含んでいるＳＴＡ－ＡへＳＤＭＡ　ＰＰＤ
Ｕ４０４で応答する。このＰＰＤＵは、暗黙のブロックＡＣＫ要求にセットされるＡＣＫ
ポリシーフィールドを備えたＱｏＳデータＭＰＤＵを加えて、ＳＴＡ－Ａからの以前のＰ
ＰＤＵのインプリクトブロックＡＣＫ要求に対する応答フレームであるブロックＡＣＫ　
ＭＰＤＵを含んでいる。
【００５４】
　３．ＳＴＡ－Ａ（ＲＤイニシエータ）は、ＴｘＯＰに対するコントロールを回復し、局
ＳＴＡ－Ｂ、ＳＴＡ－Ｃ、ＳＴＡ－ＤおよびＳＴＡ－Ｅ（ＳＤＭＡ　ＲＤレスポンダ）に
ＳＤＭＡ　ＰＰＤＵ４０６を送る。これらの送信の最初の（あるいは唯一の）ＭＰＤＵは
、ＲＤレスポンダからのＳＤＭＡ応答バーストに応じてブロックＡＣＫを含む。このＰＰ
ＤＵの中のＭＳＤＵの１つ以上は、ＳＤＭＡ　ＲＤＧを示して、１にセットされるＲＤＧ
　ＰＰＤＵフィールドを備えたＶＨＴ制御フィールドを含む。期間／ＩＤフィールドは、
ＴｘＯＰの残存時間期間を含む。
【００５５】
　４．ＲＤレスポンダ（ＳＴＡ－Ｂ、ＳＴＡ－Ｃ、ＳＴＡ－ＤおよびＳＴＡ－Ｅ）は、こ
れが応答バーストにおける最後のＰＰＤＵであることを示して、０にセットされるＲＤＧ
フィールドがセットされる１つ以上のＶＨＴＣ　ＭＰＤＵを含むＳＴＡ－ＡへのＳＤＭＡ
　ＰＰＤＵ４０８で応答する。ＰＰＤＵは、ＳＴＡ－Ａからの前のＰＰＤＵへのインプリ
クトブロックＡＣＫ要求への応答フレームであるブロックＡＣＫ　ＭＰＤＵを含む。今、
ＳＴＡ－ＣおよびＳＴＡ－Ｄは、送信するべき、より多くのＱｏＳデータを持っておらず
、そして、これらの局からのＳＤＭＡ　ＰＰＤＵはブロックＡＣＫ　ＭＰＤＵだけを含む
。ＳＴＡ－ＢおよびＳＴＡ－Ｅは、暗黙のブロックＡＣＫ要求にセットされたＡＣＫポリ
シーフィールドを備えたＱｏＳデータのＭＰＤＵを加えたブロックＡＣＫを含むＳＤＭＡ
　ＰＰＤＵで応答する。
【００５６】
　５．ＳＴＡ－Ａ（ＲＤイニシエータ）は、ＴｘＯＰのコントロールを回復し、ＲＤレス
ポンダ（ＳＴＡ－Ｂ、ＳＴＡ－Ｃ、ＳＴＡ－ＤおよびＳＴＡ－Ｅ）にＳＤＭＡ　ＰＰＤＵ
　４１０を送信する。ＳＴＡ－ＢおよびＳＴＡ－ＥへのＳＤＭＡ　ＰＰＤＵは前の暗黙の
ブロックＡＣＫ要求に応じてブロックＡＣＫ　ＭＰＤＵを含む。このＰＰＤＵにおける一
つ以上のＭＰＤＵが、０にセットされるＲＤＧ　ＰＰＤＵフィールドを備えたＶＨＴ制御
フィールドを含む。これは、このＴｘＯＰの中のＲＤＧの終了を示す。このＳＤＭＡ　Ｐ
ＰＤＵにおけるＭＰＤＵの期間／ＩＤフィールドは、残存するＴｘＯＰ時間期間を含んで
いる。
【００５７】
　６．ＳＤＭＡ　ＲＤレスポンダ（ＳＴＡ－Ｂ、ＳＴＡ－Ｃ、ＳＴＡ－ＤおよびＳＴＡ－
Ｅ）は、ＳＴＡ－Ａによって送信されたＭＰＤＵを確認応答するＳＴＡ－ＡにブロックＡ
ＣＫ４１２を送信する。
【００５８】
　したがって、拡張ＲＤＧシステムのさまざまな態様は、さらに送信器から明示的なブロ
ック確認応答要求（ｂｌｏｃｋ　ａｃｋｎｏｗｌｒｄｇｅｍｅｎｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ：Ｂ
ＡＲ）の必要をなくすために動作し、それは、価値のあるシステムリソースを節約する。
例えば、明示的なＢＡＲは、ＰＬＣＰ　プリアンブル＋ＰＬＣＰ信号フィールド＋サービ
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ス＋テール（Ｔａｉｌ）およびパッド（Ｐａｄ）ビットの付加的なオーバヘッドを備えた
ＭＡＣヘッダの２４バイトでありえる。さらに、さまざまな態様は、送信器のバッファー
レベルが、従来手法と比較して、比較的低くしておかれることを保証する。さらに、さま
ざまな対応は、ＲＤＧの他の受信者に対して、ＳＤＭＡの場合の空間ストリーム、ＯＦＤ
ＭＡの場合の更なるバンド幅、および、結合したＳＤＭＡ＋ＯＦＤＭＡスキームの場合の
両方を割り当てるためにＲＤイニシエータに柔軟性を提供する。したがって、増加した送
信データレートおよび／またはより多くの強健な送信が達成され得る。さらに、空間と周
波数の再使用は増加し、より効率的かもしれない。
【００５９】
　図５は、拡張ＲＤＧシステムの態様でＳＤＭＡを使用するＲＤイニシエータおよびＯＦ
ＤＭＡを使用するＲＤレスポンダを備えた拡張ＲＤＧの態様を例示するブロック図５００
を示す。
【００６０】
　５０２で、ＳＴＡ－Ａは、ＳＴＡ－Ｅによって局ＳＴＡ－Ｂへデータを送るためにＴｘ
ＯＰの間ＳＤＭＡを使用するＲＤイニシエータである。データ送信は、それらがＴｘＯＰ
の残りの部分においてそれらのデータを送信し得る受信局に通知するＲＤＧ指標（つまり
、ＲＤＧ＝１）を含む。
【００６１】
　５０４で、受信局（ＲＤレスポンダ）は、データ送信に応じてブロックＡＣＫを送信す
るためにＯＦＤＭＡを使用し、また、受信局はすべて、さらにＴｘＯＰの示された部分に
おいてＳＴＡ－Ａにデータを返送する。
【００６２】
　５０６で、ＳＴＡ－Ａは、ＲＤレスポンダからのデータを確認応答するためにブロック
ＡＣＫを送信し、次に、再びそれらがＴｘＯＰの残りの部分においてそれらのデータを送
信してもよいことを受信局に通知するＲＤＧ指標を含む追加のデータを送信する。
【００６３】
　５０８で、ＲＤレスポンダは、ＳＴＡ－ＢおよびＳＴＡ－Ｅが受信データに応じてブロ
ックＡＣＫを送信し、局ＳＲＡ－ＢおよびＳＴＡ－Ｅは、また、ＴｘＯＰの残りの部分に
おいてＳＴＡ－Ａに追加のデータを返送するためにＲＤＧを利用する。
【００６４】
　５１０で、ＳＴＡ－Ａは、ＳＴＡ－ＢおよびＳＴＡ－Ｅからのデータを確認応答するた
めにブロックＡＣＫを送信し、次に、追加のデータを送信するが、ＲＤレスポンダＳＴＡ
－Ａにデータを送らなくてもよいことを示すＲＤＧ指標（つまりＲＤＧ＝０）を含んでい
ない。
【００６５】
　５１２で、ＲＤレスポンダは受信データに応じてブロックＡＣＫを送信する。
【００６６】
　図６は、拡張ＲＤＧシステムの態様における使用のためにＡＰＰＤＵを使用するＲＤ－
イニシエータとＳＤＭＡを使用するＲＤレスポンダを備えた拡張ＲＤＧの態様を例示する
ブロック図６００を示す。
【００６７】
　６０２で、ＳＴＡ－Ａは、ＳＴＡ－Ｅを通して局ＳＴＡ－Ｂへデータを送信するために
ＴｘＯＰの間ＡＰＰＤＵを使用するＲＤイニシエータである。ＡＰＰＤＵデータ送信は、
それらがＴｘＯＰの残りの部分においてそれらのデータを送信してもよいことを受信局に
通知するＲＤＧ指標（つまり、ＲＤＧ＝１）を含む。
【００６８】
　６０４で、受信局（ＲＤレスポンダ）は、データ送信に応じてブロックＡＣＫを送信す
るためにＳＤＭＡを使用し、また、受信局はすべて、さらにＴｘＯＰの示された部分にお
いてＳＴＡ－Ａにデータを返送する。
【００６９】
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　６０６で、ＳＴＡ－Ａは、ＴｘＯＰの残りの部分においてそれらのデータを送信しても
よいことを受信局に通知するＲＤＧ指標を含む追加のデータを送信する。
【００７０】
　６０８で、ＲＤレスポンダＳＴＡ－ＢおよびＳＴＡ－Ｅは受信データに応じてブロック
ＡＣＫを送信し、ＴｘＯＰの残りの部分においてＳＴＡ－Ａに追加のデータを返送するた
めにさらにＲＤＧを利用する。
【００７１】
　６１０で、ＳＴＡ－Ａは追加のデータを送信するが、それらによってＲＤレスポンダが
ＳＴＡ－Ａにデータを送信しなくてもよいことを示すＲＤＧ指標（つまり、ＲＤＧ＝０）
を含まない。
【００７２】
　６１２で、ＲＤレスポンダは受信データに応じてブロックＡＣＫを送信する。
【００７３】
　図７は、拡張ＲＤＧシステムの態様の使用のためにＡＰＰＤＵを使用するＲＤイニシエ
ータおよびＯＦＤＭＡを使用するＲＤレスポンダを備えた拡張ＲＤＧの態様を例示するブ
ロック図７００を示す。
【００７４】
　７０２で、ＳＴＡ－Ａは、ＳＴＡ－Ｅを通して局ＳＴＡ－Ｂへデータを送信するために
ＴｘＯＰの間にＡＰＰＤＵを使用するＲＤイニシエータである。データ送信は、それらが
ＴｘＯＰの残りの部分においてデータを送信してもよいことを受信局に通知するＲＤＧ指
標（つまり、ＲＤＧ＝１）を含む。
【００７５】
　７０４で、受信局（ＲＤレスポンダ）は、データ送信に応じてブロックＡＣＫを送信す
るためにＯＦＤＭＡを使用し、また、全ての受信局は、さらにＴｘＯＰの示された部分に
おいてＳＴＡ－Ａにデータを返送する。
【００７６】
　７０６で、ＳＴＡ－Ａは、再びそれらがＴｘＯＰの残りの部分においてデータを送信し
てもよいことを受信局に通知するＲＤＧ指標を含む追加のデータを送信する。
【００７７】
　７０８で、ＲＤレスポンダＳＴＡ－ＢおよびＳＴＡ－Ｅは、受信データに応じてブロッ
クＡＣＫを送信し、ＴｘＯＰの残りの部分においてＳＴＡ－Ａに追加のデータを返送する
ためにさらにＲＤＧを利用する。
【００７８】
　７１０で、ＳＴＡ－Ａは追加のデータを送信するが、そのためにＲＤレスポンダがＳＴ
Ａ－Ａにデータを送信しなくてもよいことを示すＲＤＧ指標（つまり、ＲＤＧ＝０）を含
んでいない。
【００７９】
　７１２で、ＲＤレスポンダは受信データに応じてブロックＡＣＫを送信する。
【００８０】
　図８は、拡張ＲＤＧシステムの態様における使用のために、ＯＦＤＭＡを使用するＲＤ
イニシエータおよびＯＦＤＭＡを使用するＲＤレスポンダを備えた拡張ＲＤＧの態様を例
示するブロック図８００を示す。
【００８１】
　８０２で、ＳＴＡ－Ａは、ＳＴＡ－Ｅを通して局ＳＴＡ－Ｂへデータを送信するために
ＴｘＯＰの間にＯＦＤＭＡを使用するＲＤイニシエータである。データ送信は、それらが
ＴｘＯＰの残りの部分においてデータを送信してもよいことを受信局に通知するＲＤＧ指
標（つまり、ＲＤＧ＝１）を含む。
【００８２】
　８０４で、受信局（ＲＤレスポンダ）は、データ送信に応じてブロックＡＣＫを送信す
るためにＯＦＤＭＡを使用し、また、すべての受信局は、さらにＴｘＯＰの示された部分
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においてＳＴＡ－Ａにデータを返送する。
【００８３】
　８０６で、ＳＴＡ－Ａは、再びそれらがＴｘＯＰの残りの部分中のデータを送信しても
よいと受信所に通知するＲＤＧ指標を含むブロックＡＣＫおよび追加のデータを送信する
。
【００８４】
　８０８で、ＲＤレスポンダＳＴＡ－ＢおよびＳＴＡ－Ｅは、受信データに応じてブロッ
クＡＣＫを送信し、ＴｘＯＰの残りの部分においてＳＴＡ－Ａに追加のデータを返送する
ためにさらにＲＤＧを利用する。
【００８５】
　８１０で、ＳＴＡ－Ａは追加のデータを送信するが、そのためにＲＤレスポンダがＳＴ
Ａ－Ａにデータを送信しなくてもよいことを示すＲＤＧ指標（つまりＲＤＧ＝０）を含ん
でいない。
【００８６】
　８１２で、ＲＤレスポンダは、受信データに応じてブロックＡＣＫを送信する。
【００８７】
　図９は、拡張ＲＤＧシステムの態様における使用のために、ＯＦＤＭＡを使用するＲＤ
イニシエータＳＤＭＡを使用するＲＤレスポンダを備えた拡張ＲＤＧの態様を例示するブ
ロック図を示す。
【００８８】
　９０２で、ＳＴＡ－Ａは、ＳＴＡ－Ｅを通して局ＳＴＡ－Ｂへデータを送信するために
ＴｘＯＰの間にＯＦＤＭＡを使用するＲＤイニシエータである。
【００８９】
データ送信は、それらがＴｘＯＰの残りの部分においてそれらのデータを送信してもよい
ことを受信局に通知するＲＤＧ指標（つまり、ＲＤＧ＝１）を含む。
【００９０】
　９０４で、受信局（ＲＤレスポンダ）は、データ送信に応じてブロックＡＣＫを送信す
るためにＳＤＭＡを使用し、また、全ての受信局は、さらに、ＴｘＯＰの示された部分に
おいてＳＴＡ－Ａにデータを返送する。
【００９１】
　９０６で、ＳＴＡ－Ａは、ブロックＡＣＫ、およびそれらがＴｘＯＰの残りの部分にお
いてデータを送信してもよいことを受信局に通知するＲＤＧ指標を再び含む追加のデータ
を送信する。
【００９２】
　９０８で、ＲＤレスポンダのＳＴＡ－ＢおよびＳＴＡ－Ｅは受信データに応じてブロッ
クＡＣＫを送信し、および、さらに、ＴｘＯＰの残りの部分においてＳＴＡ－Ａに追加の
データを返信するためにＲＤＧを利用する。
【００９３】
　９１０で、ＳＴＡ－Ａは、追加のデータを送信するが、ＲＤレスポンダがそのためにＳ
ＴＡ－Ａにデータを送信しなくてもよいことを示すＲＤＧ指標（つまり、ＲＤＧ＝０）を
含んでいない。
【００９４】
　９１２で、ＲＤレスポンダは受信データに応じてブロックＡＣＫを送信する。
【００９５】
　図１０は、拡張ＲＤＧシステムの態様における使用のために、ＯＦＤＭＡ＋ＳＤＭＡを
使用するＲＤイニシエータおよびＯＦＤＭＡ＋ＳＤＭＡを使用するＲＤレスポンダを備え
た拡張ＲＤＧの態様を例示するブロック図１０００を示す。
【００９６】
　図１１は、拡張ＲＤＧシステムの態様にしたがって動作するよう構成されるアクセスポ
イント１１０２およびアクセス端末１１０４の態様を例示するブロック図を示す。例えば
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、アクセスポイント１１０２は図１に示されるアクセスポイント１１０ｘとして使用にふ
さわしく、また、アクセス端末１１０４は図１に示される端末１２０ｙとして使用にふさ
わしい。
【００９７】
　ダウンリンクとアップリンクの通信のためのアクセスポイント１１０２および端末１１
０４による処理は、さらに詳細に以下に記述される。さまざまな態様において、アップリ
ンクのための処理は、ダウンリンクのための処理と同じ、あるいは、異なって、あるいは
補足的であり得る。
【００９８】
　アクセスポイント１１０２でのダウンリンク処理に関して、送信（ＴＸ）データプロセ
ッサ１１０８は、データソース１１０６からのトラフィックデータ（すなわち、情報ビッ
ト）、シグナリング、およびコントローラ１１１８、および恐らくスケジューラ１１１６
からの他の情報を受信する。コントローラは、メモリ１１２０にアクセスすることが操作
可能である。これらのさまざまなタイプのデータは、異なるトランスポートチャネル上で
送信され得る。ＴＸデータ処理装置１１１０「フレーム」のデータ（必要ならば）は、フ
レームを付けられたかまたはフレームを行けられていないデータにスクランブルをかけて
、スクランブルをかけられたデータを符号化し、符号化データをインターリーブし（つま
り、再配列する）、インターリーブされたデータを変調されたシンボルへマッピングする
。単純化のために、「データシンボル」はトラフィックデータのための変調シンボルを指
し、また、「パイロットシンボル」はパイロットのための変調シンボルを指す。スクラン
ブをかけることはデータビットをランダム化する。符号化は、データ送信の信頼性を増加
させる。インターリーブすることは、コードビットに時間、周波数、および／または空間
の多様性を提供する。スクランブリング、符号化、および変調は、コントローラ１１１８
によって提供される制御信号に基づいて実行され、さらに詳細に下に記述される。ＴＸデ
ータ処理装置１１０８は、データ送信に使用された個々の空間のチャネルに変調シンボル
のストリームを供給する。
【００９９】
　ＴＸの空間のプロセッサ１１１０はＴＸデータプロセッサ１１０８から１つ以上の変調
シンボルストリームを受信し、変調器／復調器１１１２ａ－ｄ（各送信アンテナ１１１４
ａ－ｄにつき１つのストリーム）に送信記号の４つのストリームを、すなわち、各送信ア
ンテナ１１１４ａ－ｄに対して１つずつのストリームを提供するために変調シンボル上で
空間処理を実行する。空間の処理は、さらに詳細に以下に記述される。ＴＸデータ処理装
置１１０８およびコントローラ１１１８はデータユニットを集め、ＷＬＡＮプロトコルを
提供するのに必要な層状化を実行することができる。例えば、ＴＸデータプロセッサ１１
０８およびコントローラ１１１８は０または１にセットされるＲＤＧ指標を持っている上
に記述されるようなＰＰＤＵを生成するのに操作可能である。
【０１００】
　変復調装置（ＭＯＤＥＭ）１１２２ａ－ｄはそれぞれ、ＯＦＤＭシンボルの対応する流
れを提供するためにそれぞれの送信記号のストリームを受信し、処理する。ＯＦＤＭシン
ボルストリームはそれぞれ対応するダウンリンクに変調された信号を供給するためにさら
に処理される。その後、変復調装置１１１２ａから１１１２ｄまで４つのダウンリンク変
調された信号は、それぞれ、１１１４ａから１１１４ｄまでの４つのアンテナから送信さ
れる。
【０１０１】
　端末１１０４でのダウンリンク処理に関して、１つあるいは複数の受信アンテナ１１２
８ａ－ｄは、送信されたダウンリンクに変調された信号を受信し、また、受信アンテナは
、それぞれ、それぞれの復調器／変調器１１３０ａ－ｄに受信信号を供給する。復調器１
１３０ａ－ｄは、それぞれ変調器１１１２実行されたそれに補足的な処理を実行し、受信
記号を提供する。その後、受信（ＲＸ）空間のプロセッサ１１３２は、回復された記号を
提供するためにすべての復調器１１３０からの受信記号上で空間処理を実行し、それは、
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アクセスポイント１１０２によって送られた変調シンボルの推定値である。回復された記
号は、ＲＸデータプロセッサ１１３４に提供される。
【０１０２】
　ＲＸデータプロセッサ１１３４は、それぞれのトランスポートチャネルへ回復された記
号を受け取り、多重分離する。各トランスポートチャネルの回復されたシンボルは、その
トランスポートチャネルに復号されたデータを提供するために逆マッピングされ、逆イン
ターリーブされ、逆復号されたシンボルであり得る。各トランスポートチャネルの復号デ
ータは回復されたパケットデータ、メッセージ、シグナリングなどを含み得て、それは記
憶のためのデータシンク１１３６および／またはさらなる処理のためのコントローラ１１
４０へ提供される。コントローラ１１４０は、メモリ１１３８にアクセスすることが操作
可能である。受信データは、さらに、０または１にセットされたＲＤＧ指標を持っている
上に記述されるようなさまざまなＰＰＤＵであり得る。
【０１０３】
　さらに、ダウンリンクに関して、端末１１０４のような各アクティブユーザ端末におい
て、ＲＸ空間プロセッサ１１３２は、チャネル状態情報（ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｔａｔｅ　
ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ：ＣＳＩ）を得るためにさらにダウンリンクを推定する。ＣＳＩ
は、チャネル応答推定値、ＳＮＲなどを含み得る。ＲＸデータプロセッサ１１３４は、さ
らに、ダウンリンク上で受け取られる各パケット／フレームのステータスを提供し得る。
コントローラ１１４０は、チャネル状態情報およびパケット／構造ステータスを得て、ア
クセスポイント１１０２へ返送されるためにフィードバック情報を決定する。フィードバ
ック情報は、ＡＣＫ、ＢＡおよび上に記述されるようなデータを含む。
【０１０４】
　端末１１０４でのアップリンク処理に関して、フィードバック情報は、１以上の変調器
１１３０ａ－ｄによって条件付けられて、ＴＸデータプロセッサ１１４４およびＴＸ空間
プロセッサ１１４２（存在する場合）によって処理され、アクセスポイント１１０２へ１
以上のアンテナ１１２８ａ－ｄを通して返信される。データがデータソース１１４６から
のＴＸデータプロセッサに提供され得ることに注意して下さい。
【０１０５】
　アクセスポイント１１０２でのアップリンク処理に関して、送信されたアップリンク信
号は、アンテナ１１１４ａ－ｄによって受信され、復調器１１１２ａ－ｄによって復調さ
れ、ユーザ端末１１０４で実行されたそれへの追加のやり方でＲＸ空間プロセッサ１１２
６およびＲＸデータプロセッサ１１２４によって処理される。ＲＸデータプロセッサから
の情報は、データシンク１１２２へ提供される。受け取られるフィードバックは上さまざ
まなＡＣＫおよびＢＡおよび上に記述されるようなデータを含む。その後、回復されたフ
ィードバック情報は、コントローラ１１１８およびスケジューラ１１１６に提供される。
【０１０６】
　スケジューラ１１１６は、（１）ダウンリンクとアップリンク上のデータ送信用の１組
のユーザ端末を選択し、（２）各選択されたユーザ端末の送信レートおよび送信モードを
選択し、（３）選択された端末に利用可能なＦＣＨ／ＲＣＨリソースを割り当てるような
多くの機能を実行するためにフィードバック情報を使用する。スケジューラ１１１６およ
び／またはコントローラ１１１８は、さらに、ダウンリンク送信の処理のためにアップリ
ンク送信から得られた情報（例えば、ステアリングベクトル（ｓｔｅｅｒｉｎｇ　ｖｅｃ
ｔｏｒ））を使用する。
【０１０７】
　さまざまな態様において、多くの送信モードはダウンリンクとアップリンク上のデータ
送信のためにサポートされる。例えば、アクセスポイント１１０２および端末１１０４は
、空間分割、周波数分割、時分割、および符号分割送信モードを備える送信モードを提供
するように構成される。
【０１０８】
　図１２は、拡張逆方向許可システムの態様で使用される典型的なアクセス端末１２００
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を示す。例えば、端末１２００は、複数のノードおよび端末１２００に共通のチャネルを
使用して、通信を提供する。一つの態様において、端末１２００は、ここに記述されるよ
うな拡張逆方向許可システムの態様を提供するように構成された１つ以上の回路を含む。
【０１０９】
　端末１２００は、複数のノードの最初のノードにおいて、共通チャネル上の第１のデー
タ通信を受信するための第１の回路１２０２を備え、第１のデータ通信は、複数のノード
の他のノードによって復号されることができ、送信機会時間間隔内に受信される。例えば
、態様において、第１の回路１２０２はＲＸ空間プロセッサ１１３２を含む。
【０１１０】
　端末１２００は、第１のデータ通信が第１の指標を含むかどうか判断するために第２の
回路１２０４を含む。例えば、態様において、第２の回路１２０４はコントローラ１１４
０を備える。
【０１１１】
　端末１２００は、さらに、データ通信が第１の指標を含む場合に、選択された送信ソー
スを使用して、送信機会時間間隔内の第２のデータ通信を送信するために第３の回路１２
０６を備える。例えば、態様において、第３の回路１２０６は、ＴＸデータプロセッサ１
１４４を含む。
【０１１２】
　図１３は、拡張逆方向許可システムの態様で使用される典型的なアクセスポイント１３
００を示す。例えば、アクセスポイント１３００は、複数のノードおよびアクセスポイン
ト１３００に共通のチャネルを使用して、通信を提供する。態様において、アクセスポイ
ント１３００は、ここに記述されるような拡張逆方向許可システムの態様を提供するよう
に構成された１つ以上の回路を含む。
【０１１３】
　アクセスポイント１３００は、第１の送信ソースを使用する複数のノードに第１のデー
タを送信するために第１の回路１３０２備え、そこでは第１のデータは送信機会時間間隔
内に送信され、第１の指標を備える。例えば、態様において、第１の回路１３０２は、Ｔ
Ｘデータプロセッサ１１０８を含む。
【０１１４】
　アクセスポイント１３００は、それぞれ、第１の指標に応じて、ノードの少なくとも１
つのから少なくとも１つのデータ送信を受信するための第２の回路１３０４を備え、そこ
ではすくなくとも１つのデータ送信は、少なくとも１つの第２のデータ送信リソースを使
用して送信され、送信機会時間間隔の内に受信される。例えば、態様において、第２の回
路１３０４はＲＸデータプロセッサ１１２４備える。
【０１１５】
　さまざまな態様において、システムは、１つ以上のプログラム命令（「命令」）または
コンピュータ可読媒体上に記憶され具体化される「コード」のセットを有するコンピュー
タプログラム製品を備える。コードが、少なくとも１つのプロセッサ、例えば、ＡＰ　１
１０２あるいはＡＴ　１１０４のプロセッサによって実行される場合、それらの実行はプ
ロセッサにここに記述されたリバースリンクデータおよび確認応答システムの機能を提供
させる。例えば、コンピュータ可読媒体は、フロッピー（登録商標）ディスク、ＣＤＲＯ
Ｍ、メモリーカード、ＦＬＡＳＨメモリ装置、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＡＰ１１０２、あるいは
ＡＴ　１１０４をインターフェースする他のタイプのメモリ・デバイスまたはコンピュー
タ可読媒体を備える。その組のコードは、実行された時、ＡＰ１１０２およびＡＴ１１０
４にここに記述されたさまざまな機能／動作を提供させるために動作する。
【０１１６】
　ここでの示唆は、さまざまな有線装置あるいは無線装置（例えばノード）に（例えば、
その中でインプリメントされたあるいはそれによって実行されて）組み入れられ得る。い
くつかの態様において、ここでの示唆に従ってインプリメントされたノードは、アクセス
ポイントまたはアクセス端末を含み得る。
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【０１１７】
　いくつかの態様において、ノードは無線ノードである。そのような無線ノードは、例え
ば、優先通信リンクまたは無線通信リンクを通じてネットワーク（例えばインターネット
またはセルラーネットワークのような広域ネットワーク）のための、あるいはそれへの接
続を提供し得る。したがって、ここに開示された態様に関して記述されたさまざまな実例
となるロジック、論理ブロック、モジュール、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル
信号プロセッサ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｏｏｒ：ＤＳＰ）、特
定用途向けＩＣ（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　
ｃｉｒｃｕｉｔ：ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ｆｉｅｌｄ　ｐ
ｒｏｇｕｒａｍｍａｂｌｅ　ｇａｔｅ　ａｒｒａｙ：ＦＰＧＡ）あるいは他のプログラマ
ブルロジックデバイス、個別ゲートロジックあるいはトランジスタロジック、個別のハー
ドウエアコンポーネント、ここに記載された機能を実行するよう目指したそれらの任意の
組み合わせを用いてＡＴあるいはＡＰにおいて、個別のゲートか、トランジスタロジック
、個別のハードウェア構成機器あるいはそれのここに記述された関数を行なうことを目指
した任意の組合せの中でインプリメントされまたは実行され得る。汎用プロセッサは、マ
イクロプロセッサであり得、しかし、代案では、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、
コントローラ、マイクロコントローラ、あるいはステートマシンであり得る。プロセッサ
は、また、コンピューティング装置、例えばＤＳＰとマイクロプロセッサの組合せ、複数
のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと接続する１個以上のマイクロプロセッサ、あるいは
他のそのような構成としてインプリメントされ得る。
【０１１８】
　ここに開示された態様に関して記述された方法またはアルゴリズムのステップは、ハー
ドウェアにおいて、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールにおいて、あ
るいはその２つの組合せにおいて直接具体化され得る。ソフトウェアモジュールは、ＲＡ
Ｍメモリ、フラッシュメモリー、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ
、レジスタ、ハードディスク、取外し可能ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、あるいは当該技術に
おいて良く知られた記憶媒体の他の形式に存在し得る。典型的な記憶媒体は、プロセッサ
が情報をその記憶媒体に書き込みまたは情報をその記憶媒体から読み出すことができるよ
うに、プロセッサに連結されている。代案では、記憶媒体はプロセッサに不可欠かもしれ
ない。プロセッサと記憶媒体はＡＳＩＣに存在してもよい。ＡＳＩＣはユーザ端末に存在
してもよい。代案では、プロセッサと記憶媒体はユーザ端末の個別のコンポーネントとし
て存在し得る。
【０１１９】
　開示された態様の記述、はどんな当業者が発明をするか発明を使用することを可能にす
るために提供される。これらの態様のさまざまな修正は、当業者に容易に明白かもしれな
く、また、ここに定義された総括的な原理は、発明の範囲から外れずに、他の態様に、例
えばインスタントメッセージングサービスあるいは任意の一般的な無線データ通信アプリ
ケーションにおいて適用され得る。したがって、その発明は、ここに示された態様に制限
されるようには意図されないが、ここに示された原理と新規な特徴と一致する最も広い範
囲を与えられることになる。「典型的である（ｅｘｅｍｐｌｙ）」という単語は、「例（
ｅｘａｍｐｌｅ）、事例（ｉｎｓｔａｎｃｅ）、あるいは実例（ｉｌｌｕｓｔｒａｔｉｏ
ｎ）として役立つ」ことを意味するために排他的にここに使用される。ここで開示された
いずれの態様も、他の態様を越えて好まれる、あるいは、有利であると必ずしも解釈され
ない。
【０１２０】
　従って、無線ローカルエリアネットワークにおけるリバースリンクデータおよび肯定応
答の送信用の拡張逆方向許可システム（方法および装置を含む）の態様が、ここに例示さ
れ記述される一方、それらの特徴から外れずに、態様にさまざまな変更を行なうことがで
きることは認識されるだろう。したがって、ここでの開示および記述は、発明の範囲に、
実例となるが限定しないようにここに意図され、それは次の請求項で述べられる。
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